
【各部名称】

1. 電源ｽｲｯﾁ

2. 電源用DC ｼﾞｬｯｸｿｹｯﾄ

3. USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺﾈｸﾀ

4. RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺﾈｸﾀ（使用しません）

5. ﾌｧﾝﾌｫｰﾙﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰ挿入口

6. ｲｰｻﾈｯﾄ(LAN)ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｺﾈｸﾀ

LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ

ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ

ﾒﾃﾞｨｱｳｨﾝﾄﾞｳ

ﾍﾟｰﾊﾟｰ排出口

ﾏｲｸﾛSD ｶｰﾄﾞｿｹｯﾄ

ﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝﾚﾊﾞｰ

ﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞ

ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ(受け側)

ﾒﾃﾞｨｱｶﾞｲﾄﾞ

ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰ

ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰ

ﾌﾟﾗﾃﾝﾛｰﾗｰ

ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻｰ(送り側)

ﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰ

ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰﾛｯｸｽｲｯﾁ
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TSC TDP-225 Series ラベルプリンタ　説明書



【ラベルのセット方法】

１．下図のようにﾌﾟﾘﾝﾀ側面にある緑色のﾚﾊﾞｰを両手で手前に引き、ﾌﾟﾘﾝﾀﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰを開けます。

２．ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰﾛｯｸｽｲｯﾁを奥にｽﾗｲﾄﾞさせて、ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰのﾛｯｸを外します。

　　ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙを取り付けやすいようにﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰ両側に開きます。

３．ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙを取り付けて、ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰの幅を合わせます。

　　※用紙がｽﾑｰｽﾞに引き出せるように、用紙より少し緩めの幅に調節してください。

　　幅が決まったらﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰﾛｯｸｽｲｯﾁを手前にｽﾗｲﾄﾞさせて、必ずﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰをﾛｯｸしてください。

センサー

ﾌﾟﾗﾃﾝﾛｰﾗｰ



４．下図のようにﾗﾍﾞﾙの印字面を上にして、ﾒﾃﾞｨｱｶﾞｲﾄﾞの下を通して、ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙの先端を引き出します。

　　

５．最後にﾄｯﾌﾟｶﾊﾞｰを元通りに閉じれば完了です。

　　【ﾊﾟﾜｰｵﾝﾕｰﾃｨﾘﾃｨ】を参照して、ｷﾞｬｯﾌﾟ/ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰの調整を行ってください。

メディアガイド



【LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀとﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ】

TDP-225 はｵﾍﾟﾚｰﾀに動作状態を知らせるためのLED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀとﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを装備しています。

【LED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ】

下記にLED ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀの意味を示します。

◆緑色LED 点灯

　　ﾌﾟﾘﾝﾀの電源がｵﾝで、印刷可能状態(ｵﾝﾗｲﾝ)であることを意味します。

◆緑色LED 点滅

　　PC からﾌﾟﾘﾝﾀﾒﾓﾘにﾃﾞｰﾀをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ中であるか、ﾌﾟﾘﾝﾀがﾎﾟｰｽﾞ状態であることを意味します。

◆橙色LED 点灯

　　ﾌﾟﾘﾝﾀﾒﾓﾘのﾃﾞｰﾀをｸﾘｱ中であることも意味します。

◆赤色LED 点灯

　　ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞが開いている場合やｶｯﾀｰｴﾗｰが発生したことを意味します。

◆赤色LED 点滅

　　印刷ｴﾗｰが発生したことを意味します。原因として、ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞが開いている、用紙切れ、ﾍﾟｰﾊﾟｰｼﾞｬﾑ、ﾒﾓﾘｴﾗｰ

　　などが考えられます。

【ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ】

このﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝの機能は、ﾌﾟﾘﾝﾀの状態により異なります。

◆ﾗﾍﾞﾙﾌｨｰﾄﾞ

　　ﾌﾟﾘﾝﾀがｵﾝﾗｲﾝ状態の時、ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押すとﾗﾍﾞﾙが1 枚ﾌｨｰﾄﾞされ、次のﾗﾍﾞﾙの印刷開始位置で停止します。

◆ﾎﾟｰｽﾞ

　　ﾌﾟﾘﾝﾀが印刷中にﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、印刷をﾎﾟｰｽﾞ(一時停止)します。ﾌﾟﾘﾝﾀはﾎﾟｰｽﾞ状態になると、LED を緑色

　　に点滅させます。ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを再度押すと、ﾌﾟﾘﾝﾀは印刷を再開します。

【ｾﾝｻｰ調整】

ｷﾞｬｯﾌﾟ/ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰの調整

　　下記の場合に、ｷﾞｬｯﾌﾟ/ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰの調整を行います。

　　　　１．新しいﾌﾟﾘﾝﾀを導入時

　　　　２．ﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙを交換した時

　　　　３．ﾌﾟﾘﾝﾀの初期化をした時

　　下記の手順に従って、ﾊﾟﾜｰｵﾝﾕｰﾃｨﾘﾃｨを起動し、ｷﾞｬｯﾌﾟ/ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰの調整を行ってください。

　　　　１．ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにする。（緑色LED消灯）

　　　　２．ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを押したままﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾝにします。

　　　　　　※この時LEDの状態は、緑色に点灯→消灯→橙色に点灯（ここまでで３秒程かかります）→「３．」へ

　　　　３．赤色LED が５回点滅している間にﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを離します。（下記表の通り）

　　　　４．完了すると、緑色LED が点灯します。

橙色 赤色 橙色 緑色 緑色･橙色 赤色/橙色 緑色

点灯 ５回点滅 ５回点滅 ５回点滅 ５回点滅 ５回点滅 点灯

ｷﾞｬｯﾌﾟ/ﾌﾞﾗｯｸﾏｰｸｾﾝｻｰの調整
■

ﾌﾟﾘﾝﾀ初期化
■

LEDの状態（左から右の順で状態が変化してゆきます）

■＝ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝを離す

ﾊﾟﾜｰｵﾝﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

機能

LEDｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ

ﾌｨｰﾄﾞﾎﾞﾀﾝ



【メンテナンス】

ここではTDP-225 を運用する上で、ﾕｰｻﾞｰ様に行っていただける簡単なｸﾘｰﾆﾝｸﾞ作業について説明します。

汚れが付着すると、給排紙時のエラーの原因になりますので、定期的にｸﾘｰﾆﾝｸﾞ作業を行ってください。

まず、ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ作業を行う前に、ﾌﾟﾘﾝﾀの電源をｵﾌにし、ﾌﾟﾘﾝﾀに接続されているｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙや

電源ｹｰﾌﾞﾙなどを全て取り外します。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ作業を行う場合、下記のものをご用意ください。

　　◆　ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾍﾟﾝ（なければ綿棒又は柔らかい布で代用します）

　　◆　綿棒

　　◆　柔らかい布 (糸くずなどが出ないもの)

　　◆　100%ｴﾀﾉｰﾙ

下記に手順を示します。

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ部分 　　　手　順

・ ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞの温度が下がるまで１分程度待ちます。

・ ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾍﾟﾝ又はｱﾙｺｰﾙを適度に湿らせた柔らかい布又は綿棒を使って

　ﾌﾟﾘﾝﾄｴﾚﾒﾝﾄを優しく丁寧に拭きます。

ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞ

ﾒﾃﾞｨｱﾎﾙﾀﾞｰ
・ 特に内側のﾗﾍﾞﾙﾛｰﾙ接触部分を、ｱﾙｺｰﾙを適度に湿らせた柔らかい布

　又は綿棒で丁寧に拭きます。

ﾌﾟﾗﾃﾝﾛｰﾗｰ ・ ｱﾙｺｰﾙを適度に湿らせた柔らかい布又は綿棒でゆっくり回転させながら

　丁寧に拭きます。

センサー ・ ｴｱｰﾌﾞﾛｰ又はﾊﾞｷｭｰﾑを使いｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行います。(月１度が目安です)

外装部分 ・ 水を適度に湿らせた柔らかい布で丁寧に拭きます。

内装部分 ・ ｴｱｰﾌﾞﾛｰ又はﾊﾞｷｭｰﾑを使いｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行います。

注意注意注意注意

■ 静電気はﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞに悪影響を与えます。作業を行う前に、金属のﾄﾞｱﾉﾌﾞなどに手を触れ、

 　 体に帯電した静電気を必ず放電させてください。

■ 必ず100%ｴﾀﾉｰﾙを使用してください。

　  医療用ｱﾙｺｰﾙなどを使うとﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞがﾀﾞﾒｰｼﾞを受ける可能性があります。

■ 新しいﾒﾃﾞｨｱに変更した時は、ﾌﾟﾘﾝﾀﾍｯﾄﾞとｾﾝｻｰのｸﾘｰﾆﾝｸﾞを行うようにしてください。

ｴﾚﾒﾝﾄ

ﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞ

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞﾍﾟﾝ

ｴﾚﾒﾝﾄ

ﾌﾟﾘﾝﾄﾍｯﾄﾞ

粘着剤が付着しやすい箇所

この部分は、傷が付かないように丁寧に扱って

ください。保護シールは剥がさないでください。

粘着剤が付着しやすい箇所


